
 

 

 ＧＰＯＤＧＦＤｉｓｐｌａｙの応用 

特許公報 熱延鋼板及びその製造方法のシュミレーション 
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概要 

 特許請求範囲に結晶方位を扱った申請があります。以前はＸＲＤを用いていたが、 

   最近は，ＥＢＳＤ利用が目立っています。しかし、圧延版などの場合、材料の広い範囲データが 

   必要になり、ＸＲＤが利用されています。 

   今回は、熱延鋼板に適用されている特許公報を扱ってみます。 

 

ＸＲＤ結晶方位に関する請求範囲 

板厚中心位置において、下記式(1)及び(2)を満足するとともに、{211}<011>〜{100}<011>方位群の回折

X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比の最大値が 8.0以下である集合組織を有する 

I{111}≧1.2 ・・・(1) 

I{111}−I{100}−I{211}≧−3.2 ・・・(2) 

ここで 

I{111}:{111}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

I{100}:{100}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

I{211}:{211}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

 

解説 

 ＸＲＤによる反射法極点測定では極点図全体は測定出来ません。 

 回折Ｘ線強度は、ＯＤＦ解析し、再計算極点図（完全極点図）の密度（中心密度）と考えられます。 

 {211}<011>〜{100}<011>方位群は BCC-α-fiberで<110>//RDファイバーです。 

  

I{111}:{111}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

I{100}:{100}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

I{211}:{211}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

はＢＣＣ α－ｆｉｂｅｒ上の強度として解析 

 

ODFデータの読み込み 

 



ＢＣＣのα－ｆｉｂｅｒを選択で表示させる。 

 

方位密度 

    

 

 

各ＯＤＦに反射極点図を読み込み比較してみます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによる解析 

 

  

 

等価方位 

 

 

最大方位 

 

{111}<1-10> 

{112}<1-10> 

{001}<1-10> 



ＴｅｘＴｏｏｌｓによる解析 

 

  

等価方位 

 

最大方位 

 

 

 



 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦによる解析 

 

 

等価方位 

 

最大方位 

 

 



 

ＭＴＥＸで解析 

 

 

等価方位 

 

最大方位 

 

 

 

 

 



 

まとめ 

 I{111}:{111}回折 X線強度のランダム試料の回折 X線強度に対する比 

 

 最大値 

  

 α－ｆｉｂｅｒ上の強度 

  

 α－ｆｉｂｅｒ上の強度と、等価方位の最大値には若干の差異があります。 

 


